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ＳＮＳヒーロー 250126 現在  Ｒ・Ｂ・Ｙ・Ｄ・ピロリ・まさお・ダメーンズ１、２人 

 

進行図➊ 

舞台照明オフ。パワポでタイトル表示。 

机に向かってパソコンを見ているブルー、スタンバイ。 

舞台照明オン。 

パソコンを見ているブルー。そこにレッドがやってくる。 

音１スタート 

レッド「おうブルー、真剣にパソコン眺めてなにやってるんだ？ネットサーフィンで暇つぶし？？」 

ブルー「ネットサーフィン？その言い方は古いんじゃないか？最近はＳＮＳが充実していて、使わ

れなくなった言葉のひとつだな」 

レッド「うるせーな、古くったって伝わるからいいだろー？で、ブルーはなにやってるんだよ？」 

ブルー「いまはダメッター（アイコンと説明をスクリーンに表示、次の表示までそのまま）という

ＳＮＳをチェックしてキタナゴヤシティの平和が乱されていないかを確認しているんだ。

ＳＮＳを活用したパトロールだな」 

レッド「ＳＮＳでパトロールだなんて、本当にマチの安全を守れるのか？パトロールなら現場に出

てこそパトロールでしょ！」★（レッド、イスに座る） 

ブルー「確かに、現場に直接出ていくの立派なパトロールだ。しかしＳＮＳがこれだけ世に広がっ

た今、世界中で一日何億件という投稿がある。いわば市民の目がそのまま監視カメラにな

ってるといっても過言ではない。効率よくパトロールができるぞ。」 

レッド「そういうもんかな～。」 

 

➋進行図  

スマホを見ながらイエローがやってくる。 

レッド「おうイエロー、イエローも真剣にスマホ眺めて何やってるんだ？ネットショッピングで酒

でも選んでるのか？」 

イエロー「なによ、ネットショッピングで酒選ぶって、私いつも酒のことばっかり考えてるわけじ

ゃないわよ！ＳＮＳをチェックしてキタナゴヤシティの安全を守ってるの！」 

レッド「イエローまでＳＮＳでパトロールか～。イエローはどんなＳＮＳをチェックしてるんだ？」 

イエロー「私はだめっぷるっていうマッチングアプリを使って、結婚詐欺や投資詐欺をするやつを

探してるの。おとり捜査みたいなものよ！」 

 

➌進行図  

レッド「おとり捜査！？それちょっとかっこいいな！今はどんな奴を捜査してるんだ？」 

イエロー「そうね、今はこの「まさお」っていう男をマークしているのよ！（ダンディーな男性の

プロフィールをスクリーンに表示） 

レッド「へぇ～、確かに金持ってそうな見た目してんな。なになに、ＩＴ企業の社長やコンサル企

業の社長やってんのか！飲食店も経営してる？たいそうなプロフィールだな！」 
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イエロー「そうなのよ、イケメンでいかにもお金持ちそうなプロフィールが怪しいのよね。マッチ

ングしてメッセージのやりとりしてるけど、なかなかしっぽをださないのよね。」 

レッド「メッセージのやり取りまでしてるんだ！地道に捜査してるんだな～」 

（通知の効果音） 

イエロー「あ！やだ！まさおさんからメッセージきたわ！」 

レッド「え？まさお、さん？」 

イエロー「えー、やだー、『今度お会いしてみませんか？』ですって、とうとう動き出したわね！え、

やだ！『もしお好きならお酒も飲みませんか？』ですって！これって完全に、女性を酔

わせて悪いことしようと企んでるパターンね！これは危険だわ！誰かが被害会う前に私

が止めなきゃ！さあ！パトロールよ！パトロール！どんな服着ていこうかな～♪」（上機

嫌で去っていく） 

 

➍進行図  

レッド「イエローあいつ大丈夫かぁ？パトロールとか言いながら、金のにおいと酒のにおいにつら

れて欲望のままにまさおに合いに行ってないか？」 

ブルー「イエローなら大丈夫だろ、まさおに悪意があったとしても、逆に好意があったとしても、

酒に酔ったイエローをみたら下手に手出ししない方が賢明だと思うだろうよ」 

レッド「それもそうだなー」 

ブルー「おいレッド、それよりこれ見てみろよ、最近流行り始めたダメチューブっていう動画配信

に特化したのＳＮＳで、ネオダメダメ団が動画生配信するって予告してるぞ」 

レッド「なに！ネオダメダメ団が動画生配信！？あいつらのことだから、悪さするにちがいない！

ＳＮＳでのパトロールってのはこういう風に活用できるんだな！」 

ブルー「そういうことだ！予告を発見した以上、現地に駆けつけるしかあるまい！行くぞ！」 

レッド・ブルー、舞台下手袖へはける。照明暗転 音１終了 

 

進行図❺ 

（暗転後、ダメ１ダメ２でイスと机とＰＣを舞台上手に引き上げる。ピロリキングとダメーンズ舞

台上手へ。ダメーンズは撮影カメラ担当、撮影クルー風。準備できたら照明点灯） 

（レッド・ブルー、舞台下手から駆け付ける） 音２スタート 

 

進行図➏ 

レッド「ダメダメ団、そこまでだ！」 

ダメダメ団「来ましたねキタナゴレンジャーさん、待っていましたよ～」 

レッド「なに？どういうことだ？」 

ダメダメ団「最近あなたたちはＳＮＳをチェックしてキタナゴヤシティの安全をチェックしていま

すね？あなたたちの行動とＳＮＳ投稿の関係性からそこに気づきました」 

ブルー「その通りだが、それがなんで『待っていました』になるんだ？」 

ダメダメ団「わかりませんか？ＳＮＳを使ってパトロールしているのであれば、ＳＮＳに不穏な動
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きをみせれば、その情報をもとに駆けつけると予想し、今に至りま～す。つまり、あ

なたたちはおびき出されたというわけですよー！」 

レッド「おびき出された、だと？これからいったい何が始まるんだ？」 

ダメダメ団「もちろん、動画の生配信ですよ～！」「視聴者の皆さんお待たせしました！ダメダメチ

ャンネル生配信のスタートです！今日はペシャルゲストのキタナゴレンジャーさんに

来ていただいていまーす！」 

レッド「え！生配信始まったの！？これカメラ！？ちゃんと映ってる！？（スマホでダメチューブ

をチェックして）わ！ほんとうに映ってる！２万人も視聴してるって！うわ～生配信デビ

ューだわ～」 

ブルー「レッド！生配信にはしゃぐんじゃない！相手はダメダメ団だぞ！よからぬことを考えてい

るに決まっている！」 

ダメダメ団「それでは早速、お題に入りまーす。今日のテーマは、ヒーローの悪事でーす」 

レッド「悪事ってなんだよ！おれ何も悪いことしてないぞ！」 

ダメダメ団「今日は、悪い事は許さんだとか、キタナゴヤシティのためにとかたいそうなこといっ

ているキタナゴレンジャーさんたちですが、実際はヒーローらしい行動がとれている

のか？しらべてみた、はいドン！！」 

ダメダメ団「まずはハートレッドさん！ハートレッドさんは、日常的にパチンコにはまっているよ

うですね～。しかも昨日は負けた腹いせにパチンコ台壊してしまったみたいですね～、

お店のＳＮＳで公開されていますよ？顔は隠されていますが、ヒーローの姿だから丸

わかりですね～。これがヒーローのやることですか？」音２終了 

 レッドのパチンコ台破壊動画をスクリーンに流す 

音３スタート 

ブルー「レッドおまえなにやってんだよ！」 

レッド「ええ！？昨日パチンコは行ったし確かに負けたけど、おれパチンコ台壊してなんかない

ぞ！？」 

ブルー「壊してないぞっていっても、これどう見てもレッドじゃないか！ていうかそもそもヒーロ

ーの姿でパチンコなんかいくなよ！！」 

ダメダメ団「ハートレッドさんは日常的にギャンブルに赴き、あろうことか負けた腹いせにパチン

コ台を壊すなどもってのほか！器物損壊罪が適用されれば３年以下の懲役または３０

万円以下の罰金ですよ～」 

レッド「ええ！？３０万も払えないよオレ！！」 

ブルー「いかん、俺たちへの批判のコメントがふえてるぞ」（スマホを確認しながら） 

ダメダメ団「つづいてボディブルーさん、あなたもありますよ、あなた先週、西春駅前のトレーニ

ングジムで、１日１杯までのプロテインドリンクバーを飲み干して帰り、他のお客さ

んが困っていましたよ、これがヒーローのやることですか？」音３終了 

ブルーのタッパー動画をスクリーンに流す。 

音４スタート 

レッド「ブルー、、、なんてみみっちいことを、、、」 
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ブルー「いやいや！ドリンクバー飲み干してないって！１杯飲んだら空になっただけだよ！」 

レッド「いやコップでかすぎでしょ！！コップっていうかタッパーじゃん！持って帰る気まんまん

だし！１杯でも限度があるだろ！ていうかお前もヒーローの姿でトレーニングジムいって

るじゃねーか！！」 

ブルー「いやいやこんなコップつかってねーよ！」 

レッド「つかってねーよ！つったって実際に映像にうつっちゃってるよ！」 

ダメダメ団「ブルーさんは軽犯罪法の業務妨害に該当しますね～、１日以上３０日未満の拘留また

は１０００円以上１万円未満の科料になりま～す。」 

レッド「科料１０００円だって！罰金額までみみっちいな！笑」 

ブルー「うるさい！！そんなこと言ってる場合じゃないほどに批判コメント増えてるぞ！」 

 

進行図❼（イエロー、男性とともに通りかかる） 

ブルー「あれ、イエローが誰か連れてるぞ」 

 

進行図❽ 

イエロー「も～、まさおさんったら、日本酒１０合くらいでダウンしちゃうなんてなさけないんだ

から～。だいじょうぶ？」 

まさお「おええ、うっぷ、大丈夫、、です。今日はちょっと体調わるかったので、うっぷ。」 

イエロー「大丈夫なのね！じゃあ次のお店いきましょ～！次はワイン飲みましょワイン！おいしい

お店があるのよ～♪」 

まさお「つ、次！？や、用事を思い出したので、今日は、この辺で。また、連絡しますね、」 

イエロー「えーそうなのー？残念だけど、また今度ね！絶対連絡ちょうだいね！」 

まさお「はい～、それではまた～、、、、、、」 

イエロー「またね～！」 音４終了 

まさお（舞台そでにはけてから、音５スタート）「おええええええ！」 

レッド「ありゃ二度と連絡こないな」 

ブルー「ああ、そうだな」 

イエロー「ちょっと、レッド、ブルー、何やってるの。」 

レッド「今ダメダメ団と交戦中なんだよ！おれ達の日ごろの行動がＳＮＳにさらされていて、ヒー

ローとしての威厳が風前のともしびなんだ。」 

ブルー「そうなんだ。しかし、おれ達にはそのような行動をした記憶はない。どうしたらいいもの

か」 

イエロー「なにそれ、大変じゃない！」 

 

進行図❾ 

ダメダメ団「イエローさん、あなたもありますよ～、あなたは居酒屋でのアルコールハラスメント

で、男性に無理やりお酒を飲ませてつぶしまくってますね？」 

音５終了 イエローのまさお一升瓶一気飲み映像を流す。 
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音６スタート 

イエロー「そんなことしてないわ！レッド、ブルー、ダメダメ団のやつら、情報操作してるわね！」 

レッド「いや～それは情報操作されていないんじゃないか？さっき見たし、まさおも映ってるし…」 

イエロー「レッド！なんてこというのよ！私、そんなことした記憶ないわよ！！」 

ブルー「記憶にないって、本当にやってないのか、お酒飲んで記憶飛ばしてるのか、どっちかわか

らないよ」 

イエロー「だれも信じてくれないのね！もうやんなっちゃう！！」 

 

進行図❿ 

レッド「くそ、こうなったらダメダメ団の悪事も暴露して反撃だ」 

ブルー「いやあ、あいつら悪の秘密結社だから悪いことしててあたりまえなんじゃ。。。」 

レッド「それでもいいから探すんだ！（スマホで検索し始める）『ダメダメ団 悪事』で検索、と。

あれ、ないぞ。」 

ブルー「なにがないんだ？」 

レッド「なにも見当たらないんだ、ダメダメ団たちの悪事がネット上にみあたらない」 

ブルー「そんなばかな、あんなことやこんなこといろいろやってただろ？」 

レッド「それが一つも見当たらなくて、逆に慈善活動の情報ばかりなんだ」（ダメダメ団が子ども食

堂で配膳している画像を映す） 

ダメダメ「ふふふ、我々は気づいてしまいました。今、世の中の人々はＳＮＳに夢中です。どんな

情報もＳＮＳから仕入れ、その信頼度はなぜかお父さんお母さんの言葉よりも重きを置

いていまーす。そこで自分たちにとって都合の良い情報を流し、相手にとって都合の悪

い情報を流し続ければ、相手は社会的な信用を失って、戦わずとも勝手に滅びてしまう

わけです。ＳＮＳを制する者は世界を制す、ということでーす！はーっはっは！ 

イエロー「だめ、このままではキタナゴヤシティのみんなからの信頼がゼロになってしまう」 

ダメ「はーっはっは！キタナゴレンジャーさん、このまま社会的に消滅してしまいなさーい」 

 

進行図⓫ 

デンジ「ちょっとまった、みんな助けに来たぞ！」 

ヒーロー「デンジマン！！」 

デンジ「ここ最近のダメダメ団のサイトの動きがおかしかったから原因を調べていたんだ！そした

ら、あいつら、ＳＮＳを管理するサーバーにウィルスを侵入させて、不正アクセスして情

報の書き換えをしてやがった！」 

イエロー「ダメダメ団！やっぱり情報操作していたのね！」 

デンジ「ダメダメ団の情報操作を元通りに戻すワクチンデータを作成した！これで元通りだ！」 

（デンジマン、スマホを操作してワクチンデータを起動、効果音と共に、子ども食堂で配膳してい

た画像が、子ども食堂で盗み食いをしている画像変化する） 

ダメダメ「くっそー、デンジマンめいいとことでじゃましやがって！おぼえてろ！」 

（ダメダメ団去る） 



6 

 

進行図⓬ 

ブルー「デンジマン、助かった」音６終了 

（ブルーの映像確認、タッパーが小さいコップに変わってる） 

音７スタート 

ブルー「みてみろレッド！みみっちいことなんてしてないからな！」 

レッド「そうなんだな、疑ってすまない」 

イエロー「私の映像もちゃんとなおってるか確認してよ！」音７終了 

イエローのまさおとっくり一気飲み映像が流れる。 

音８スタート 

イエロー「ほーら、一升瓶２本一気飲みなんてさせてないでしょ！」 

ブルー「一升瓶がとっくりに変わっただけでやってることは変わってなんだな・・・」音８終了 

レッドのパチンコ台破壊映像流れる。 

音９スタート 

イエロー「あれ、レッドの映像は何も変わってないわね、、、」 

レッド「え、なんで、デンジマンのウィルスデータ、ちゃんと効いてないんじゃないか？」 

デンジ「しかしシステムはちゃんと起動し、ダメダメ団による改変は元にも戻ってるぞ」 

ヒーロー「・・・・」 

レッド「・・・てことは！この映像は本当なのか！？やっべー、どうしよ。。。罰金３０万円なんて

払えないし。。。とりあえずソッコーで謝ってこよ！土下座すれば許してもらえないかな！」 

（レッドダッシュで去る）  

 

進行図⓭ 

ブルー「レッド・・・」 

イエロー「パチンコ台壊したのは事実だったのね・・・」 

 

暗転。「ＳＮＳのご利用は計画的に」というメッセージをスクリーンに映す。 

 

終了 
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【レッドの悪事映像】 

パチンコしているレッド「よーしラストチャンスで激熱リーチきたぁー！！これが入れば今週の負

け分全部取り戻せるぞ！いっけー！！ん～～～！必殺、イチジクーパーンチ！」ドコ！！（興奮し

てパチンコ台を殴る） 

（激熱リーチ外れる）「あー、もう！なんだよ！思わせぶりに激熱リーチかけやがって！期待して損

した！今週はいいとこなしだ！帰ろ！！」 

レッド去る、そのあとしばらくしてパチンコ台粉砕する。 

 

【ブルーの悪事映像】 

トレーニングの後にプロテインドリンクバーで特大タッパーにプロテインドリンクを満杯入れて、

少しだけ飲んであとは持ち帰る。 

→改変解除後、小さいコップに変わりその場で飲みきる映像となる。 

 

【イエローの悪事映像】 

居酒屋でまさおとさし飲みしてる映像、まさおは日本酒の一升瓶を両手に持っている。イエローは

ノリノリでコールをかけていて、まさおは飲まざるを得なくなっている。 

・イエローコール 

ハイ！ ハイ！ ハイハイハイ！ 

飲め飲めまさお！飲め飲めまさお！ 

チャッチャチャ（手拍子） ハイ！ チャッチャチャ（手拍子） ハイ！ 

ゴーゴーレッツゴーレッツゴーまさお！ ゴーゴーレッツゴーレッツゴーまさお！ 

（繰り返し） 

→改変解除後、まさおが手に持っていた一升瓶はとっくりに変わる。 

 

【ダメダメ団の善事→悪事】 

 

子ども食堂ボランティア→子ども食堂の食事を盗み食い 


